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中
央
執
行
委
員
に

相
川
副
委
員
長
再
任

功
労
者
表
彰

丸
田

保
理
事

建設長崎
地
区
別役員研修会

－－県県内内33会会場場でで225599名名がが参参加加

自自
信信
をを
もも
っっ
てて
拡拡
大大
行行
動動
をを
展展
開開
しし
よよ
うう
！！

組
合
は
、
秋
期
拡
大
行
動
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
各
支
部

の
役
員
を
対
象
と
し
た
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
月
二
十
四
日
に
長
崎
地
区
、

十
月
二
十
五
日
に
県
央
地
区
、

十
月
二
十
六
日
に
県
北
地
区
と

県
内
三
会
場
で
開
催
。

主
催
者
を
代
表
し
て
金
子
執

行
委
員
長
は
「
こ
の
十
年
間
、

着
実
に
加
入
は
し
て
い
る
が
脱

退
者
が
上
回
り
全
体
と
し
て
減

少
し
て
い
る
。
不
景
気
も
理
由

の
一
つ
と
思
う
が
、
今
一
度
自

分
た
ち
の
活
動
を
見
直
し
、
分

会
、
班
は
ど
う
や
る
の
か
等
、

原
点
に
返
っ
て
見
直
し
て
み
る

こ
と
は
、
大
変
重
要
だ
。
様
々

な
活
動
が
プ
ラ
ス
面
で
働
い
て

く
る
と
組
織
も
伸
び
て
く
る
。

有
意
義
な
研
修
会
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

内
容
は
、
二
部
に
分
け
て
行

わ
れ
、
�
組
織
内
容
と
運
営
・

役
割
に
つ
い
て
は
、

�
組
織
機
構
と
各
種
会
議

�
支
部
・
分
会
・
班
の
役
割

�
分
会
・
班
の
運
営

�
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
等
。

分
会
・
班
の
役
員
を
選
ぶ
の
に

ど
こ
で
も
苦
労
さ
れ
て
い
る
が
、

特
定
の
人
だ
け
に
負
担
を
か
け

ず
、
み
ん
な
の
行
動
と
協
力
が

大
切
。
組
合
の
拡
大
は
ま
ず
、

組
合
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か

一
声
か
け
る
運
動
が
大
事
等
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

�
組
合
の
諸
活
動
に
つ
い
て
は
、

�
長
建
国
保

�
福
祉
共
済

�
労
働
安
全

�
賃
金

�

技
術
技
能

�
税
金
に
つ
い
て

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
国
保
や
一
人
親
方
労
災

保
険
な
ど
は
国
か
ら
与
え
ら
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
先
輩
諸
氏

が
苦
労
し
て
築
き
上
げ
て
き
た

と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。役

員
と
し
て
経
歴
の

長
い
方
も
、
新
人
の
方

も
約
二
時
間
の
集
中
し

た
内
容
説
明
で
、
メ
モ

を
と
り
な
が
ら
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

資
料
は
二
時
間
で
は

足
り
な
い
程
様
々
な
内

容
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
今
後
の
拡
大

行
動
や
分
会
会
議
の
中

で
も
ぜ
ひ
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

７５
万
を
め
ざ
す
力
で

く
ら
し
と
平
和

建
設
国
保
を
守
ろ
う
！

全
建
総
連
第
四
十
八
回
定
期

大
会
が
、
十
月
十
七
日
	
か
ら

十
月
十
九
日


の
三
日
間
宮
城

県「
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
」

で
、
五
十
三
県
連
組
合
か
ら
、

過
去
最
高
の
千
七
百
四
十
九
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
伊
藤
中
央
執
行
委
員
長

が
、『
平
和
を
守
り
、
建
設
職

人
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
と

い
う
要
求
の
実
現
に
向
け
、
七

十
一
万
全
建
総
連
の
組
織
の
総

力
を
結
集
し
て
、
邁
進
し
て
い

く
』
と
の
あ
い
さ

つ
か
ら
始
ま
り
、

来
賓
の
紹
介
・
あ

い
さ
つ
に
続
き
第

四
十
七
年
度
の
経

過
報
告
・
財
政
決

算
報
告
・
四
十
八

年
度
運
動
方
針
案

等
の
提
案
が
あ
り
、

質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
二
日
目
は
、

十
一
の
分
科
会
に

分
か
れ
、
各
会
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
設
長
崎

の
代
議
員
九
名
、
一
般
参
加
六

名
も
そ
れ
ぞ
れ
分
科
会
に
分
か

れ
参
加
し
ま
し
た
。

第
三
日
目
は
、
各
分
科
会
の

議
長
報
告
後
、
各
県
連
か
ら
活

発
な
意
見
交
換
後
、
四
十
八
年

度
の
運
動
方
針
・
会
計
予
算
案

が
原
案
通
り
決
定
さ
れ
、
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。新

年
度
の
役
員
は
、
佐
藤
正

明
書
記
長
が
勇
退
さ
れ
、
伊
藤

義
彰
執
行
委
員
長
（
再
任
）、

古
市
良
洋
書
記
長
（
新
任
）、

大
江
書
記
次
長
（
再
任
）、
林

書
記
次
長
（
新
任
）、
建
設
長

崎
で
は
相
川
副
執
行
委
員
長
が
、

中
央
執
行
委
員
（
再
任
）
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
渕
上
）

組
織
強
化
の
第

組組
織織
強強
化化
のの
第第

歩
と
し
て

歩歩
とと
しし
てて

一一一

初
心
に
返
っ
て
業
務
説
明
で
理
解
を
深
め
合
う
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現場災害をなくそう
“ちょっとの油断が生命取り”

現場の安全徹底を！
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十
月
二
十
六
日
の
前
夜
祭

で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
別

番
組
の
中
で
「
建
設
長
崎

若

獅
子
連

匠
」
が
放
送
さ
れ
、

竹
本
実
行
委
員
長
の
解
説
で
、

匠
の
職
人
魂
が
わ
か
り
や
す
く

伝
わ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

二
十
七
日
の
本
祭
一
日
目
は
、

佐
世
保
中
央
支
部
で
出
陣
式
を

行
い
、
塚
本
支
部
長
よ
り
激
励

の
言
葉
を
も
ら
い
、
演
舞
会
場

の
「
西
海
パ
ー
ル
シ
ー
」「
戸

尾
市
場
」、
審
査
会
場
の
「
体

育
文
化
館
」「
名
切
お
祭
り
広

場
」「
さ
せ
ぼ
四
ヶ
町
ア
ー

ケ
ー
ド
」「
島
瀬
公
園
」
と
、

計
九
回
の
演
舞
を
行
い
ま
し
た
。

二
十
八
日
最
終
日
は
、「
国

道
」
で
始
ま
り
、「
さ
せ
ぼ
ア

ル
カ
ス
」
で
は
、
金
子
執
行
委

員
長
よ
り
激
励
の
言
葉
を
も
ら

い
ま
し
た
。
次
に
「
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
」「
早
岐
会
場
」「
佐
世

保
駅
前
」
で
無
事
怪
我
も
無
く

二
日
間
の
演
舞
を
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
い
た
、

佐
世
保
中
央
支
部
主
婦
会
の

方
々
、
よ
さ
こ
い
本
部
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
出
向

し
て
い
た
だ
い
た
書
記
局
、
青

年
部
の
皆
様
方
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

「
建
設
長
崎

若
獅
子
連

匠
」
は
、
来
年
に
向
け
す
で
に

動
き
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
応
援
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

建
設
長
崎

若
獅
子
連

匠

代
表

本
田

英
樹

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
先
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
九
月
二
十
一
日
�
に
議
員
と

な
っ
て
初
め
て
の
一
般
質
問
に

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

傍
聴
に
お
い
で
頂
き
ま
し
た
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
演
壇
に
立
つ
ま
で
は
何
と

な
く
落
ち
着
か
な
い
も
の
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
「
県
政
だ
よ

り
」
に
譲
り
ま
す
が
、
演
題
で

の
質
問
は
原
稿
を
読
み
上
げ
る

形
式
の
た
め
、
読
み
間
違
い
を

注
意
す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

答
弁
に
対
す
る
自
席
か
ら
の
再

質
問
は
、
質
問
者
に
と
っ
て
も

冷
や
汗
も
の
で
す
。

当
然
質
問
に
は
、
一
定
の
答

弁
を
想
定
し
て
再
質
問
の
心
積

も
り
を
す
る
訳
で
す
が
、
物
の

見
事
に
そ
の
予
想
が
外
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
バ
ト
ル
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
も
予
定
時
間
を
一
つ
の

質
問
に
費
や
し
過
ぎ
て
他
に
言

い
た
い
再
質
問
の
時
間
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
再
質
問
の
時
間
配
分
だ

け
は
、
経
験
と
慣
れ
が
必
要
な

よ
う
で
す
。
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
長
崎
県
議
会
議
員
の
場
合
、

一
般
質
問
は

議
会
の
配
分

に
よ
り
、
議

員
一
人
当
た

り
、
年
に
一

回
程
度
し
か

回
っ
て
き
ま

せ
ん
。
じ
っ

く
り
と
質
問

事
項
を
暖
め

て
、
次
の
一

般
質
問
に
備

え
た
い
と
思

い
ま
す
。

委
員
会
で

の
質
問
も
あ

り
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
情
報
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

諫
早
支
部
で
は
、
十
月
三

日
・
四
日
、
一
泊
二
日
で

毎
年
恒
例
の
支
部
旅
行
を
実
施
。

組
合
員
、
家
族
総
勢
五
十
二

名
の
参
加
で
九
重
へ
出
発
。

一
日
目
は
、
佐
賀
城
跡
へ
。

一
部
復
元
さ
れ
た
城
、
広
大
な

城
跡
を
見
学
。
残
念
な
が
ら
本

丸
は
復
元
さ
れ
て
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
、
昼
食
、

日
田
の
ビ
ー
ル
園
へ
。

午
後
か
ら
は
、
各
支
部

が
旅
行
で
見
学
し
て
い

る
夢
大
吊
橋
へ
。
既
に
、

来
た
こ
と
の
あ
る
方
も

多
数
い
ま
し
た
。

そ
の
晩
、
宴
会
で
は
、

次
々
と
ビ
ー
ル
の
栓
が

開
け
ら
れ
、
締
め
く
く

り
は
、
諫
早
お
は
こ
の

『
皿
踊
り
』。
各
自
空

い
た
大
小
の
皿
を
手
に
、

副
支
部
長
の
歌
に
あ
わ

せ
、
踊
り
ま
く
り
ま
し
た
。

次
の
日
の
朝
は
、
少
し
元
気

な
か
っ
た
が
、
昼
、
天
草
に
着

い
た
時
に
は
、
近
海
で
取
れ
た

魚
の
刺
身
を
存
分
に
味
わ
い
元

気
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

来
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
池
田
）

平成１５年
１０月１日より

県
議
会
だ
よ
り
６

佐世保中央支部

「建設職人にも退職金…４０年で５６３万円の給付」

建設業退職金共済制度（建退共）は建設業に従事する人を対象にした国の退職金制度です。
加入者の掛金に国の補助が加算される仕組みで、長く掛ければ掛けるほど有利になります。

月掛金

6,550円

一人親方にも適用
事業主が従業員のために加入するのが基本です
が、一人親方も加入できます。月々の掛金は６，５５０
円、組合が事務組合となって、一切の事務手続き
を代行します。
退職金は、独立して事業主になった時、建設業
以外に転職した時、ケガなどで建設業で働けなく
なった時、５５歳になった時などに給付されます。

実質掛金総額
１５７，２００円
３９３，０００円
７８６，０００円
１，１７９，０００円
１，５７２，０００円
１，９６５，０００円

退職金数
１５６，２４０円
４０８，１７７円
９３６，７８９円
１，５４８，０７８円
２，２０５，５８８円
２，９２７，５４７円

年数（月数）
２年（２４月）
５年（６０月）
１０年（１２０月）
１５年（１８０月）
２０年（２４０月）
２５年（３００月）

実質掛金総額
２，３５８，０００円
２，７５１，０００円
２，９０８，２００円
３，１４４，０００円

退職金数
３，７１７，８６１円
４，６１０，３８２円
４，９９９，６８０円
５，６３３，７５４円

年数（月数）
３０年（３６０月）
３５年（４２０月）
３７年（４４４月）
４０年（４８０月）

ホームページアドレス

hhttttpp:://www.kensetunagasaki.org/
� � � �
建設長崎でも検索できます。
ぜひ、ご覧ください。

行行旅旅部部支支

諫早支部
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●この退職金表は、２００３年１０月以降からはじめた人の場合です。
退職金水準の見直しは、数年毎に行われます。
●退職金支給額は、共済手帳に配布された証紙２１枚分を１ヵ月とみなして計算します。

▲建設長崎 若獅子連「匠」

掛金総額と給付金表

県議団で対馬・美津島漁協を視察

「大小の皿を手に皿踊り」
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▲応援合戦「ガンバレ～」
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▲お昼だよ全員集合

活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力ああああああああああああああああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

十
月
十
四
日
�
、
毎
年
恒
例

の
「
建
設
長
崎
組
合
員
家
族
慰

安
大
運
動
会
」
が
初
の
開
催
場

所
と
な
る
琴
海
北
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
副
委
員
長
に
よ
る
開
会

宣
言
が
行
わ
れ
た
後
、
長
崎
市

内
支
部
青
年
部
の
手
に
よ
り
大

会
旗
の
掲
揚
、
そ
し
て
昨
年
優

勝
の
東
長
崎
支
部
の
本
田
勇
さ

ん
に
よ
り
聖
火
台
に
赤
々
と
聖

火
が
灯
火
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
金
子
大
会
実
行
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
あ

い
さ
つ
・
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、

大
浦
支
部
の
青
年
部
長
橋
本
進

嗣
さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
注
意

事
項
の
説
明
、
準
備
運
動
を
行

い
、
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
競
技
は
、
幼
稚

園
・
小
学
生
に
よ
る
五
〇
�
・

一
〇
〇
�
走
や
技
能
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
各
種
リ
レ
ー
の
予
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
休
み
に
は
、
佐
世
保
中
央

支
部
の
若
獅
子
連
『
匠
』
の
皆

さ
ん
に
よ
る
華
麗
な
踊
り
と
、

建
設
長
崎
職
人
太
鼓
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
が
披

露
さ
れ
運
動
会
を
一
層
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
恒
例
の
ム
カ

デ
競
走
や
障
害
物
競
走
、
玉
入

れ
、
そ
し
て
各
種
リ
レ
ー
の
決

勝
が
行
わ
れ
、
各
支
部
と
も
競

技
・
応
援
に
と
熱
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
各
表
彰
が
行
わ

れ
た
後
、
金
子
委
員
長
の
講
評

を
受
け
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
、

最
後
に
田
森
副
委
員
長
の
閉
会

の
言
葉
で
今
年
の
組
合
員
慰
安

大
運
動
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

表
彰
式

平平成成１１９９年年度度
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大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
合併後（旧琴海町）
初の運動会に
881名が集う

大会旗入場聖火選手宣誓

活活力力ああるる
組組合合づづくくりりでで
組組織織強強化化ををははかかろろうう

各対抗リレーの成績結果
●支部対抗リレーの部

優 勝 大浦支部
準優勝 佐世保中央支部
第三位 大村支部

●青年部対抗リレーの部

優 勝 佐世保東支部
準優勝 東長崎支部
第三位 佐世保中央支部

●主婦会対抗リレーの部

優 勝 佐世保中央支部
準優勝 大村支部
第三位 東長崎支部 支部対抗リレー 青年部対抗リレー 主婦会対抗リレー 特別賞 （応援合戦）

前に進ま
ないぞ！

どの袋が良い物入ってるかな？

幼児にお菓子を

よし、任せたぞ！

俺たちはプロだ！

スノコ作り競争 さあ、何が
当たるか

な？

島原支部・木之田一子さん 東長崎支部・木下幸子さん

北松支部・田中 涼君 東長崎支部・里 京祐君

特賞
当たったよ�

自転車

テレビ

掃除機

ホット
プレート

▼開会式

執行委員長あいさつ（開会式）

▲１年余りの練習の成果を、「職人太鼓」

▲福引

▲多忙の中、駆けつけてくださった
来賓の皆さん（開会式）

▲▲ヨヨササココイイ若若獅獅子子連連「「匠匠」」踊踊りり披披露露

▼技能オリンピック

▲飴食い競走

▲お昼１番目種目
「ムカデ競争」

▲リレー

ヨイショ

風船割れないよ
。

▲玉入れ

▲雨の中の二人（意気合わせてゴール）

▼

け
つ
圧
競
走

▼

障
害
物
競
走

▼表彰式

▲かけっこ（ヨーイ、ドン！）

▲福引競争
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十
月
七
日
�
に
開
催
さ
れ
た

「
住
宅
フ
ェ
ア
〜
住
ま
い
・
る

フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
七
ｉ
ｎ
佐
世

保
」
に
、
佐
世
保
支
部
協
会
・

官
公
需
業
者
会
の
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
参
加
し
ま
し
た
。

例
年
行
っ
て
い
る
竹
と
ん
ぼ

作
り
の
木
工
教
室
や
、
昨
年
か

ら
引
き
続
き
行
っ
た
造
園
部
会

花
の
苗
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
の
よ

う
で
し
た
。

ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
イ

ベ
ン
ト
の
釘
打
ち
体
験
ブ
ー
ス

で
は
、
慣
れ
な
い
金
づ
ち
を

使
っ
た
ス
ノ
コ
作
り
で
四
苦
八

苦
し
な
が
ら
も
、
大
人
も
子
供

も
中
々
の
熱
中
ぶ
り
で
し
た
。

メ
イ
ン
と
な
る
建
ち
家
か
ら

の
餅
撒
き
は
相
変
わ
ら
ず
の
人

気
で
、
二
回
の
餅
撒
き
は
会
場

の
公
園
が
埋
め
尽
く
さ
れ
る
ほ

ど
の
好
評
を
博
し
て
お
り
、
充

実
し
た
住
宅
フ
ェ
ア
で
し
た
。

長
崎
官
公
需
業
者
会
を
は
じ

め
、
中
小
建
設
業
協
会
建
設
長

崎
は
、
仕
事
確
保
の
一
環
と
し

て
、
十
月
二
十
七
日
�
と
二
十

八
日
�
の
二
日
間
、
お
く
ん
ち

広
場
で
開
催
さ
れ
た
「
二
〇
〇

七
ま
ち
づ
く
り
総
合
住
宅
フ
ェ

ア
」
に
参
加
し
、

建
ち
家
（
木
造

住
宅
の
棟
上
）

の
実
演
及
び
親

子
木
工
教
室

（
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
チ
ェ
ア
作

成
）
を
行
い
ま

し
た
。

棟
上
げ
の
実

演
後
に
は
、
恒

例
と
な
っ
て
い

る
も
ち
ま
き
を

行
い
、
多
く
の

来
場
者
を
賑
わ

せ
ま
し
た
。
又
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
は
、

二
日
間
計
一
七
八
組
を

作
成
し
、
出
展
ブ
ー
ス

の
中
で
一
番
の
賑
わ
い

を
見
せ
る
な
ど
充
分
な

Ｐ
Ｒ
を
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

浦
上
東
支
部
で
は
十
月
二
十

一
日
�
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の

も
と
、『
山
里
地
区
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
』
に
て
、
組
合
員
・

主
婦
会
の
皆
さ
ん
十
五
名
の
参

加
を
頂
き
、
秋
の
住
宅
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
開
催
す
る
場
所
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
日
は
朝
九
時

か
ら
の
受
付
時
間
前
に
来
ら
れ

る
方
も
あ
り
、
来
場
す
る
方
の

列
が
切
れ
な
い
盛
況
ぶ
り
と
な

り
ま
し
た
。

研
ぎ
終
わ
っ
た
包
丁
を
受
け

取
り
な
が
ら
「
あ
り
が
と
う
」

や
「
今
度
は
い
つ
す
る
の
？
」

な
ど
の
こ
と
ば
を
掛
け
て
頂
き
、

地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
が
出

来
た
奉
仕
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

●
包
丁
と
ぎ

九
〇
本

●
ま
な
板
削
り

十
三
枚

十
月
二
十
八
日
�
、
北
松
支

部
鹿
町
分
会
で
は
、
初
め
て
鹿

町
文
化
祭
に
参
加
し
、
無
料
包

丁
研
ぎ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
文
化
会
館

で
は
、
中
学
生
の
発
表
会
、
体

育
館
で
は
鹿
町
の
皆
さ
ん
が
い

ろ
ん
な
も
の
を
出
展
さ
れ
て
い

て
、
多
く
の
方
た
ち
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

組
合
員
さ
ん
も
、
隣
近
所
の

方
か
ら
、
親
戚
や
、
顔
見
知
り

の
方
た
ち
ば
か
り
み
た
い
で
、

和
気
藹
々
と
、『
包
丁
を
持
っ

て
こ
ん
ね
、
ナ
タ
も
研
ぐ
よ
』

と
声
を
か
け
な
が
ら
、
汗
を
か

き
か
き
が
ん
ば
っ
て
研
い
で
い

ま
し
た
。

今
回
初
め
て
の
試
み
で
し
た

け
ど
、
鹿
町
の
広
報
で
宣
伝
し

て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、
包

丁
と
ナ
タ
、
鎌
合
わ
せ
て
九
十

本
を
組
合
員
十
四
人
で
が
ん

ば
っ
て
研
ぎ
ま
し
た
。

最
後
に
来
年
は
持
っ
て
き
ま

す
や
感
謝
の
声
も
あ
り
、
皆
さ

ん
、『
来
年
も
せ
ん
ば
い
か
ん

ね
』
と
話
し
な
が
ら
、
一
人
の

怪
我
も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

（
渕
上
）
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場会崎長
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一一番番のの賑賑わわいい

佐

世

保

会

場

浦上東支部

北松支部
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受診対象

受診医療機関

受診料

申し込み方法

実施期間

検診の内容

長建国保では組合員と家族の生命と健康を守る一環とし
て、疾病の予防と早期発見により、健康管理の一層の推進
を図るため健康診断を実施しています。
受診は１月末で終了しますので受診予定の方は早めにお

申し込み下さい。

受診対象者
�長建国保加入の組合員（年齢は問いません）
�長建国保加入の満４０歳以上の家族（平成１９年１０月１日現在）
【条件】保険料に未納がないこと

●県内９カ所の医療機関
（婦人科健診については一覧表をご覧下さい。）

受診者の個人負担額
●個人負担額 受診者１人につき８００円

�受診申し込みは、所属支部事務所にお願いいたします。
（五島市、上五島の組合員は組合本部へご連絡下さい。）
�支部割当人員に達し次第締め切ります。

平成２０年１月まで

質問項目、身体計測、（身長・体重・BMI・腹囲）、理学
的検査（身体診察）、血圧検査、血液化学検査（中性脂
肪、コレステロール値）、肝機能検査、血糖検査、HbAlc
検査、尿検査、胸部Ｘ線検査、など。
※検査内容は、病院によって多少異なります。

長
建
国
保
で
は
、
組
合
員
及
び
家
族
の
健

康
保
持
増
進
を
図
る
た
め
「
指
定
温
泉
利

用
料
金
の
割
引
及
び
補
助
制
度
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利用料金の割引

指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用できます。

利用料金の補助
小人料金には、割引はありません。

補助券により、割引料金より更に安い料金で利用できます。

利用方法

� 割引を受ける場合

健康保険の被保険者証又は、建設長崎の会員証（MEMBERS CARD）を指定

温泉の受付に提示してください。

� 補助を受ける場合（小人料金には補助はありません）

建設長崎の支部事務局で補助券をもらって、補助券を指定温泉の受付に提出し

てください。補助券の交付は一世帯あたり１２枚を限度とします。

� 実施期間 平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで

� 補助券は他人に譲渡したり、不正に利用した場合は、補助券を返還していただ

きます。

こんなと
きは 長建国保の組合員が後期高齢者医療制度に変わり、長建国

保の資格を喪失したとき、家族はどうするの？

ご家族でも７５歳以上になった方は、長建国保から後期高齢者医療制度へ
変更になります。その他のご家族の方は原則としてお住まいの市町村国
保に加入することとなります。

長崎県建設事業国民健康保険組合●TEL 095-862-8463

健康診断実施中� 平成20年4月1日から ７５歳以上の皆様

後期高齢者医療制度がはじまります
平成２０年４月から、今までの老人保健制度が廃止され、新しく「後期高齢者医療制度」
がはじまります。７５歳以上の方は、現在加入している医療保険（長建国保などの国保
組合、市町村国保、健保組合など）の資格を喪失して、新たに後期高齢者医療制度に
加入することとなります。

後期高齢者医療制度とは
都道府県単位で設置され、全市町村が加入する『広域連合』が運営します。
◎『広域連合』とは、「長崎県後期高齢者医療広域連合」と言い、後期高齢者医療制度の
運営を長崎県下の市町と連携して取り扱う機関です。
◎申請・届出・相談等の窓口業務及び保険料の徴収は市町村にて行われます。

平成２０年４月１日以降においては、７５歳の誕生日から長建国保の被保険
者資格を失い、後期高齢者医療制度の被保険者になります。

すでに７５歳以上の方は、平成２０年４月１日より後期高齢者医療制度の被
保険者となります。

６５歳以上の方で一定の障害がある方は、認定を受けた日から後期高齢者
医療制度の被保険者となります。

均等割と所得割を組み合わせた保険料が個人毎に賦課され、賦課限度額
は５０万円となっています。（所得に応じて異なります。）
◎保険料は原則として年金から天引きされます。

『広域連合』が後期高齢者保険証を交付します。医療の給付、医療費、
高額医療費等は『広域連合』から給付されます。自己負担割合は、現役
並み所得者は「３割」、一般は「１割」です。

運営主体
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保 険 料
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婦
人
科
検
診

設 備

バイブラ・ジェットバス、露天檜風呂、滝湯、電気風呂、漢方薬湯、
寝風呂、展望足浴、赤外線サウナ、レストルーム、プール

大浴場、露天風呂

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、サウナ、寝湯、憩室

屋久杉風呂、檜風呂、露天風呂、サウナ、（岩盤浴－別料金）

全身浴、露天風呂、圧注浴、寝湯、サウナ、休憩室

露天風呂、ローマ風呂、檜風呂、寝風呂、ジャグジーバス、
サウナ、家族風呂、リラクゼーション

露天風呂、展望風呂、タル風呂、水風呂、サウナ、薬草風呂、
海草風呂、ジャグジー風呂

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェットバス、寝湯、塩サウナ、
家族風呂、シェイプアップバス

所在地及び電話番号

長崎市曙町３９‐３８
０９５‐８６２‐５５５５

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２‐１
０９５‐８８７‐４１２６

長崎市野母町６９２‐１
０９５‐８９３‐１１３３

雲仙市小浜町雲仙３２０
０９５７‐７３‐３１３１

佐世保市崎岡町８５３‐１２
０９５６‐３９‐４８００

佐世保市谷郷町５‐３２
０９５６‐２３‐６１７０

平戸市川内町５５
０９５０‐２３‐２１１１

大村市
森園町６６３‐３
０９５７‐５０‐１１２６

利用者負担
５００円
４８０円
９００円
７００円
３００円
１００円
２００円
４００円
４００円
３００円
３００円
６００円
４００円
２００円
３００円
３００円
２５０円
３００円
２００円

補助券の額
３００円
－

３００円
－
－

３００円
－

３００円
－

３００円
－

３００円
－
－

３００円
－

３００円
－
－

割引後の料金
８００円
４８０円

１，２００円
７００円

割引なし
割引なし
割引なし
７００円
４００円

割引なし
割引なし
９００円

割引なし
割引なし
６００円
３００円
５５０円

割引なし
割引なし

規定料金
１，０００円
６００円

１，８００円
９００円
３００円
４００円
２００円
８００円
５００円
６００円
３００円

１，０００円
４００円
２００円
８００円
４００円
６５０円
３００円
２００円

利 用 区 分
大人（中学生以上）

小人（３歳以上小学生以下）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（３歳以上）
大人（中学生以上）

小人（４歳以上小学生以下）
大人（中学生以上）

小人（４歳以上小学生以下）
大人（高校生以上）

小人（３歳以上中学生以下）
大人（中学生以上）
小人（小学生以上）
幼児（４歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）

大人（中学生以上）
小人（小学生以上）
幼児（３歳まで無料）

指定温泉名称

イオス

長崎温泉
喜道庵

海の健康村
陽の岬温泉

雲仙スパハウス

ウェルサンピア
佐世保

万松楼
弁天の湯

千里ケ浜温泉
ホテル蘭風

サンスパおおむら
ゆの華

●指定温泉利用料金表

８００円の個人負担で受診できます

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５０９号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００７年（平成１９年）１１月１５日発行


